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トビイロウンカは梅雨末期に海 外か ら飛来 して くるが,

鹿児島県で は飛来回数,飛 来量 が特 に多 く,普 通期水稲

の最重要害虫 として基幹防除 が行 われてい る。1983年 ～

'85年には薬剤 に対す る感受 性の低下 が問題 にな り
,県

内各地で坪枯れが発生 した。防除 にあた りほ場 での薬剤

感受性の実態 を把 握 してお くことは最 も重要である。 こ

の ようなことか ら我々はベルジャーダス ター法によ り県

内の多数の地点で感受性検定 を行 ってい るが,最 近にお

ける薬剤感受性は以前に比べ るとかな り回復 しているこ

とが明 らかになった。その結果 について報告 する。

材 料 お よ び 方 法

検定 を行った年 次,時 期 および採集地点 を第1表 に示

した。'83年 と'84年は9月 上旬～ 中旬 にほ場 か ら採集 し

た雌成 虫 を室内 で飼育 し次世代成虫 を検 定 した。'88年

と'89年はほ場採 集虫,'90年 はほ場採集虫 と室内増殖虫

でいずれ も長翅雌成虫 を供 した。

ベル ジャーダス ターによる検定は守谷 ・前田(1975)

に準 じて行 った。サ ランネ ッ ト張 り円筒 ケージ(直 径

8.5cm,高 さ20cm)に イ ネの幼 苗 と成虫 を 入れ,薬 量

100mg(2kg/10a相 当量)を 減圧度200mmHgで 処理 し

第1表 年 次 別 検 定 状 況

1分 間放置 した。供試虫数は15～30頭 で,1～2反 復 し

た。調 査は処理6時 間後 までは30分 ～1時 間お きに仰転

虫 数,24時 間後に生存虫数 と死亡虫数 を数 えた。本試験

で供試 した薬剤 と有効成分量は第2表 に示 した。

'85年～'90年 に農業試験場 内で実施 した トビイロウ ン

カ防除 試験 か ら,散 布1日 後と7～11日 後の補正密度指

数 を計 算 した。

試 験 結 果

検定 した薬剤 は年 によって20剤 を超 えること もあった

、が,こ こでは一 部の剤 を除 き2年 以上継続 して検定 した

薬剤 を取 り上 げた。以下各剤毎 に検定結果 につ いて述べ

る。

1.カ ーバ メイ ト剤

バ ッサ粉剤 は成 分量 が'83年 と'84年 は2% ,'88年 と
'89年は3%

,'90年 は3%と2%の もので検定 した(第

1図)。'83,'84年 の結果 をみ ると死亡率 が低 く感受性が

低下 している地点 と,高 い死亡率 を示 した地点があった。

'88年～'90年 の3%製 剤 では落下速度
,死 亡 率 に地 点間

で の差 は全 くみ られず 感受 性 が高 か った が,'90年 の

2%製 剤 は3%に 比べ ると落下速度,死 亡率 とも劣 った。

ツマ サ イ ド粉剤 は'84年 のみ が死亡 率が低か っただけ

で あった。その他の地点 と'83年,'88年 以降の結果 を対

比 す るとほ とん ど差はみ られず,い ずれ も感受性 が高 く

各年 次 を通 じて感受性低下はないよ うで あった。

デナ ポ ン粉剤 は年次 間の違い が顕著 であ った。'83年

と'84年 は落下速 度(KT5。)が6時 間 を超 え死 亡率 も低

かった。 また薬剤処理 後の反応時間が極めて遅 く,仰 転

虫 がみ られるよ うになったのは処理4時 間後 か らで あっ

た。 ところが'88年 か らは反応時間が早 ま り処理30分 に

は仰転虫 がみ られ死亡率 も高 くなって感受性 が高 まった。
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第2表 供 試 薬 剤

第1図 カーバ メイ ト剤の年次別薬剤感受性

メオバ ール粉 剤は'83年 と'84年 の場合死亡率 が低 く明

らかに感受性が低下 して いるところと,高 い死亡率 を示

す地点 が あって その差 が大 きか った。'88年 以降は落下

速度 に幅がみ られ るものの,最 終 的にはいずれ も死亡率

100%で 感受性 が高 まった。なお,各 年 次の薬 剤処 理後

の反 応時間 を対比 す ると,'83 ,'84年 は仰転虫 がみ られ

たの は処理2時 間後 か らで あったが,'88年 以降は早 い

ものは30分,遅 くと も1時 間以内に仰転虫 がみ られ,同

一 死亡率であっても感受性 が高 まると反応 時間が早 くな

った。

マクバ ール粉剤 は'83年 と'84年は2%製 剤であった。

先の メオバ ール粉剤の感受性が低下 したところでは本剤

の効果 も劣 り,死 亡率が高かった地点 では本剤の効果 も

高 い とい うこ とで,両 薬 剤 は全 く同一傾 向で あった。

'88年と'89年 は3%で の検定で あるが
,地 点 間で差 はみ

られず,い ずれ も高い感 受性で あった。

以上 カーバメ イ ト剤 の検定結果 について述 べたが,ト

ビイロウンカに対 しバ ッサ粉剤 とツマサイ ド粉剤 は速効

的 で,マ クバール粉剤 はやや遅効的,デ ナポ ン粉剤 とメ

オバ ール粉剤はかな り遅効的で あった。成分量 が統一で

きず年次間の比較 ができない剤 もあったが,全 般的傾向

と して'88年 以 降急速 に感 受性が回復 している ことが明

らかであった。一方同一年次で も採集地点の違 いに よっ

て感 受性 に差がみ られ た。

2.有 機 リン剤

マ ラソン粉剤 に対 して は以前か ら高度の抵抗性が発達

して いることは知 られて いたが,'83年 は特 に死亡率 が

低か った(第2図)。 その 後若干死亡率が高 まった もの

の,'88年～'90年 において も依然 として低い レベルで推

移 した。 ダイア ジノン粉剤 もマラソン粉剤 と同様 な傾向

を示 し,こ こ数年来 感受性 に変化 はみ られなかった。 た

だ,'88年 の2地 点(知 覧 と吹上)に つ いては,マ ラソ

ン粉剤が特に高い死亡率 を示 した。

ス ミチ オン粉剤 とバ イジ ッ ト粉剤 は'89年 か らの検 定

で あるが,両 薬剤 とも死亡率が低 く,前 述の薬剤 と同様
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第2図 有機 リン剤の年次別薬剤感受性

高度の抵抗性 が発達 しているとみ てよい。

以上によ うに有機 リン剤 に対 してはいずれ も高度の抵

抗性が発達 してお り,検 定 開始後数年経過 したが感受性

の回復はみ られなかった。

3.複 合 剤

第3図 に示 すよ うにク ミホップ粉剤DL,マ ラバ ッサ

粉剤DL,レ ル ダ ンバ ッサ粉 剤DLお よびND粉 剤

30DLは'84年 までは落下 速度 が遅 く,そ れ に6時 間後

の死亡率 が低 く明 らか に感受性が低下 していた。 しか し,

'88年～'90年にお いてはいずれ の薬 剤に対 して も感受性

が回復 し高い死亡率 を示す ようにな った。 この中でマ ラ

バ ッサ粉剤DLと レルダ ンバ ッサ粉剤DLは かな り速

効 的 で あ っ だ が,ク ミホ ッ プ粉 剤DLとND粉 剤

30DLは 遅効的 で あった。 トビノ ック粉剤DLは'88年

から検定 を行 った。各年次 とも1時 間後には全個体が死

亡 し,極 めて速 効的で顕著 な効果 がみ られ た。

なお,単 年度 であ るが'88年～'90年 に検定 した薬 剤の

中 で ク レバ ー ル 粉 剤40DL(MPMC2%,MTMC

2%),ア プ ロー ドバ ッサ 粉剤DL(ブ プ ロフ ェ ジ ン

1%,BPMC2%),ア プ ロー ドツ マサ イ ド粉 剤DL

(ブ プ ロフ ェ ジ ン1%,MTMC2%),フ ル ヘ ッ ジ粉 剤

DL(ピ リ ダ フ ェ ン チ オ ン2%,BPMC2%,CVMC

2%),ラ ン ガ ー ドバ ッサ 粉 剤DL(ジ メ チ ル ビ ン ホ ス

2%,BPMC2%)お よ び ク ミホ ッフ。M粉 剤DL(マ

ラ ソ ン1%,IBP2%,MTMC2%)は 速 効 的 で 高 い

効 果 が 認 め られ た。 速 効 的 で あ った 複 合 剤 に はBPMC

かMTMCの い ず れ か が 混 用 され て い た。

4.合 成 ピ レ ス ロ イ ド剤

第4図 に各 剤 の検 定 結 果 を示 し た。 トレボ ン粉剤DL

は ウ ン カ,ヨ コバ イ類 の 防 除 剤 と して広 範 囲 に使 用 され

て い る。 トビ イ ロ ウ ン カに 速 効 的 で あ っ た カ ーバ メ イ ト

剤(バ ッサ,ツ マ サ イ ド)や 複 合 剤(マ ラバ ッサ,ト ビ

ノ ッ ク)に 比 べ る と本 剤 は か な り遅 効 的で あ った 。 また

24時 間 後 で も少 数 の 個 体 が 生 き残 っ て お り,今 後 感 受性

の 動 向 につ い て 注 意 が 必 要 と思 わ れ る。

シ ク ロサ ール 粉 剤DLは ウ ンカ 類 に対 し活 性 が 低 い

とい わ れ て い る。 そ の た め 単 剤 で の効 果 は 劣 っ た が,こ

れ にNDあ る い はBPMCが 混 用 され る と死 亡率 が顕 著

に 高 ま っ た。な お,シ ク ロ サー ルND粉 剤 はND粉 剤

30DLよ り速 効 的 に作 用 した 。

第3図 複合剤の年次別薬剤感受性
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第4図 合成 ピレス ロイ ド剤の年次別薬剤感受性

5.ほ 場での防除効果

'85年の トビノ ック粉剤DLと マ ラバ ッサ粉剤DLは

散布 後の補正 密度指数が高 く,感 受性が低下 して いた こ

とが うかがわ れ るが,'89年 の マラバ ッサ粉剤DLは 効

果が高 くな り,感 受性の回復がみ られれ た。 アプロー ド

バ ッサ粉剤DLはBPMCの 速効性 とブプ ロフェジンの

長期抑 制 とい うことで対照剤 として使用 されて お り,安

定 した効果 が認め られて いるが,'90年 は散布1日 後の

密 度が高 く,ト ビノック粉剤 も同様 な結果 を示 し,ベ ル

ジャーでの検定結果 と異な った。感受性 低下 によるもの

か,散 布時の密度が高かったことが関与 しているのか今

後検討 を要す る。

トレボ ン粉剤DLは'85年,'88年 はかな り速効的で あ

るのに対 し,'87年 と'89年 は速効性 がやや低 い傾向 があ

った。現地で は本剤の効力が低下 したとい う事例 はみ ら

れ てお らず,感 受性低下に よる現象 とは考 え難 い。感受

性検定 と併せてほ場 レベルでの実態把握 も重要 と思われ

る。

考 察

鹿 児島 県における トビイロウンカの薬剤感受性 につい

て,深 町 ら(1980)に よる と1978年 ～79年 の時 点 で

カーバ メイ ト剤の効果は安定 し,複 合剤 も感受性が高 く

効果 低下 などの 問題 は生 じてい なか った。 しか し'81年

一'84年 にお いては飛来虫 の カーバ メイ ト剤 に対す る感

受性 低下 がみ られ,ほ 場でのマ ラバ ッサ粉剤 も'80年以

降徐 々に効力 が低下 し,'83年 ～'84年 には効 果低一ドが顕

著 になった(深 町1985)。 現地 で も各地 でカーバ メイ ト

剤の効力低下が表面化 したため防除薬剤の 見なお しがな

され,防 除基準か らカーバ メイ ト剤 は削除 され るに いた

った。

と ころが'88年 ～'90年 において はカーバ メ イ ト剤 や複

合剤 に対す る感受性は急速に回復 し,顕 著 な効果がみ ら

れ るよ うになった。遠藤(1989)に よると有機 リン剤に

つ いてもかなり回復傾向にあるとい うが,我 々の検定結

果で は深 町 ら(1980)が 検定 した'78年～'79年 当時 とそ

れ ほど差 はない ように思われる。

トビイロウンカは単独で飛来す ることは少 なく,セ ジ

ロウ ンカ と同時飛来す ることが多い。飛来虫 の割 合は圧

倒的 にセジロウンカが多 く,飛 来波 ごとに防除が行 われ

てい る。ト ビイロウンカに速効的で あった薬剤はセ ジロ

第3表 ほ場にお ける トピイ ロウンカの防除効 果(補 正密度指数)

※ 乳剤1000倍(+1)は 散布1日 後,(+10)は 散布7-11日 後が含 まれる。
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ウンカに対 して も顕著 な効果がみ られ るので(牧 野 未

発表),こ れ らの薬剤 を用 いてセ ジロウンカの防除 を行

えば飛来虫 も同時防除で き,以 後の増殖抑制 につなが る

と思 う。 ただ トビイロウ ンカに対 しツマサイ ドや メオ

バールは成虫 に効 果が高 いが,老 齢幼虫 には感受性が低

下す るといわれて いるので(深 町 ら,1980),薬 剤選択

に当 っては注意 が必要 である。

県内での飛来 虫は同一飛来源 に基 づ くものとみ なして

いたが,各 地点の検定 結果 を比較 する と明 らかに地点間

差がみ られ るよ うであった。その中で1988年 の知覧 と吹

上で はマ ラソン粉剤の効果 が特異 的に高 く,他 の菱 刈,

垂水 とはかな り異なった。 供試虫 の採集 が稲作 後期で あ

ったため防除の影響 を受けてい るか もしれないが,細 田

(1986)に よると飛来波に よって殺虫剤 に対す る感受性

が異 なることが考 えられ るとい う。 これ までは地域差 に

ついては無視 して きたが,今 後は地域差の違いについて

も考慮す る必要が あると思われ る。

1990年 は例年 になく飛来時期が早 く飛来量 も多かった

の で,飛 来次 世代の8月 上旬には検定が行われ,検 定結

果 を稲 作後期 の防除対 策資料に活用で きた。 しか し,他

の 年次は10月 上 ～中旬に検 定 を行 ったので,今 後は検定

時 期を早 める工夫 が必要であ る。ベルジャーダス ターに

よ る検 定は操 作が簡便で,多 種類の剤を地 点毎 に同時検

定 で きる利点が ある。反面供試虫 を大量 に必要 とする。

室 内増 殖虫は飼育密度の高低や羽化後の 日齢の違 いなど

が,検 定結果 に微妙に影響す ることがあった。飼育管理

に は細心の注意が必要で ある。
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